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本器は、制御分野に適した非接触ドップラ速度計で、高

速な精密送り量の監視や制御に使用されています。

このアプリケーションでは一秒間に数回の高速定尺送

りを監視し、製品の不具合を事前に取り除くという用途

例を示しています。

ピッチパルス（A相,B相）はオープン・コレクタとライン・ド

ライバの両方を選択でき、最小10μmまで任意に設定

可能です。

光学的な被接触測定なので、超高速で停止と送りを交

互に繰り返しても、機械式ロータリ・エンコーダのような

スリップが生じず、正確な送り量を監視できます。

また、速度に比例した電圧の高精度速度出力（D/A）を

持つため、制御にも使用することができます。

正確で滑ることのない速度信号によって、ロールフォー

ミング装置の速度制御や溶接速度制御などの各種制

御を行うことができます。

また本器の正確なピッチパルス出力によって、製品の定

尺切断のための同期式切断機を制御することができま

す。

　　　　　　　　　　        　　  MODEL2531A 【カタログ P41】

                                      MODEL2521 【カタログ P40】

                                      MODEL2522 【カタログ P42】

コピーマシンやプリンタの開発で使用されている例を示

します。

本器は、 2 チャンネル間の演算機能を持っているため、

紙送りゴムローラーと紙の間に発生する 「すべり」 や

ゴムの変形による 「送り量のむら」 を直接測定するこ

とができます。

ローラーの表面と紙表面の速度、 それぞれの移動距

離を同時に計測し、 アプリケーションソフトを用いてチャ

ンネル間の差を計算することで 「すべり」 やゴムの変

形による 「送り量のむら」 を計測できます。

ドップラ方式はゴムや紙のような柔らかく軽い素材の運

動を妨げることがない為、 被測定物の正確なふるまい

を定量的に測定することが可能です。

こうすることで、 印字品質の改善や、 ロール素材や表

面処理の最適化に対して、 定量的なアプローチを行う

ことが可能となります。

この方法は従来のロータリエンコーダを使用したり、 特

別なピッチを印刷した用紙を用いたりする方法に比べて

簡単かつ正確で、 また評価者の熟練を要求しません。

本装置を使用することで、 データの整合性が向上し、

計測時間の削減、 先端的な開発環境を維持するコスト

の低減も可能になります。

                                      MODEL2525 【カタログ P38】      

                                      MODEL2502 【カタログ P39】
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　　７　高速定寸紙送り量測定

　　６　紙とロールの速度 ・ すべり測定



２チャンネル測定に必要な強力な解析能力を備える

 アプリケーションソフト使用例
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MODEL 2525 用波形解析ソフトの主な機能

MODEL 2525 は、 完全同期した 2 チャンネル測定が可能です。
装置の入力と出力や、 駆動側と従動側、 左右といった異なる場所を
同時測定し、 その間の差やずれを測定することで定量的解析に力を
発揮します。 専用のアプリケーションソフトウエアは時系列データの
分析のほか、 FFT のような周波数分析機能を持っています。
また 2 チャンネル間の演算機能も豊富です。

 
紙 

ロール 

ゴムロール速度センサ 

紙速度センサ右 

接続 ： USB

MODEL 2525 を操作する機能

通信ポート番号設定

センサの感度調節

F/V フルスケール， フィルタ周波数の設定等各種測定，

パラメータの設定

----------------------------------------------

データを解析する機能

データ個数 ： 任意設定可能、 最大 1,800,000 個

サンプリングレート ： 2ms ～ 1000ms 設定可能

測定データ ： ChA， ChB 共に

： VELO （速度デジタル） ,

： LENGTH （位置情報）

演算出力

： VELO MATH

： DIS MATH

  デジタル入力

： GATE， HOKAN

----------------------------------------------

時系列データの任意拡大， 比較

全てのデータは同期済み

時間軸 X500 倍　ゲイン X1000 倍まで

周波数分析機能

帯域 ： 0.5Hz ～ 250Hz まで， 256 データより演算可能

ウインドウ ： ハニング， フラットトップ

表示 ： dB，

          リニア

　　　　（m/s， m/min， km/h， m， mm， μ m，

　　　　　deg/s， deg/min， deg/h， deg)

画面は１画面内に３種類の波形を表示可能

計算値の表示 ： 最大， 最小， 平均， 標準偏差、 中央値

----------------------------------------------

2 チャンネル間の演算機能

速度演算 VELO MATH 

： 《速度差》 VA-K ・ VB， VB-K ・ VA

： 《速度比》 VA/K ・ VB， VB/K ・ VA

： 《伸び率》　(VA-K ・ VB)/VA， (VB-K ・ VA)/VB

変位演算 ： DA-k*DB， DB-k*DA( 位置ずれを拡大表示 )

----------------------------------------------

その他全般機能

移動平均， フィルタリング機能

ノイズ除去機能

データ， セーブ形式

dat （再読み込み用）， csv （エクセル用 )

ゴムロール （緑） と紙 （黄） の速度差 ・ 位相差測定

ゴムロールと紙の位置ずれ量測定

ゴムロール、 紙速度の周波数分析

 MODEL 2525 アプリケーションソフト
 ( ゴムロールと紙の速度差測定 )


